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秋田 農村における環境変化と循環器疾患

ならびに検診成績の推移 （第 5報）
ー集団別，職種別による栄養摂取状況と血液生化学所見

の比較一
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はじめに

前報にひきつづき，脳卒中の発症状況の異なる 3集団

において，食事の状況を調査し，栄養摂取と血液生化学

所見との関連を検討した。同集団においては，職種の違

いで脳卒中発生率が異なることが報告されている°．そ

こで，上記の検討を職種別に行なってみた．

II 
調査対象

調査地区は前報と同じ．

調査対象者は，昭和48年～51年の循環器検診の対象者

の中から無作為に抽出した40~69オの男女である．井川

町住民では，男子 379名，女子 140名，本荘市石沢地区

住民では．男子 181名，女子 115名，市役所職員では，

男子49名について調査した．

llI 
調査方法

栄養調査は，面接聞きとり方式で実施した．

血液検査2)は栄養調査を行った者に，前報と同じ方法

で行った．ヘモグロビン，血清総たん白，血清総コレス

テロール検査は出来る限りの全対象者について測定し，

トリグリセライドと尿酸検査は昭和50,51年の対象者の

みを測定した．採血は随時採血によるものである．

IV 成績と考察

A.集団間の比較

栄養摂取状況は血液の生化学所見に反映すると考える

ので，これらについて， 3集団の成績を述べる．

1.栄養摂取状況

a.栄養摂取量（表 1，表 2)

各栄養素の摂取量は40~69オでは， 3集団の男女とも

年令の増加にともない減少する．各栄養素の摂取量は各

集団で男子が女子より多い．そして，動物性たん白．動

物性脂肪の熱量比は男子が女子より大きい傾向を示すが，

糖質熱量比は逆に女子が男子より大きい値を示した．

男子においては．摂取熱量ならびに糖質摂取量は市役

所職員がもっとも少ない．熱量摂取量は井川．石沢地区

であまり差はないが．糖質の摂取量は石沢が多い．動物

性たん白，動物性脂肪，コレステロール摂取量は40~49

オでは市役所職員がもっとも多く，ついで，井川，石沢

地区の順になるが． 50オ以上ではこれらの摂取量は井川

が多い．

それぞれの熱量比をみると．糖質熱量比は市役所職員

が低く，次に．井川，石沢の順となった．糖質熱量比は

60~69オで両地区とも増加を示した．

動物性たん白．動物性脂肪の熱量比は40~49オでは市

役所職員が高く．石沢が低いが， 50才以上では井川が高

い。この二つの熱量比は両地区とも年令の増加にともな

い減少する傾向を示した．食塩摂取量は糖質熱量比の低

い市役所職員が少なく，糖質熱量比の高い石沢が多い．

女子においては，井川，石沢両地区の各栄養素の摂取

量は男子ほどの差がみられず．ほぼ同程度の摂取量を示

した．ただ．石沢では食塩摂取量が多く， 40~59オ代で

は井川のコレステロール摂取量がやや多い傾向を示した．

井川では．男子の動物性たん白．動物性脂肪．ならび

にコルステロール摂取量が女子より多く．動物性たん白，

動物性脂肪の熱量比も男子が高い傾向を示した．これに

対し，石沢では．これらの摂取量の差が井川より小さく．

動物たん白，糖質の熱量比が男女ともおおむね等しい値

を示したことは興味深い．

b.食品群別摂取量（表 3．表 4)

男子では，米の摂取量は市役所職員が明らかに少なく，

石沢は井川より多い傾向を示したが，その他の穀類は市

役所職員が多くなっている．これは外食が多いためと考
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表1.栄養摂取量 男子

地こ例 たん l‘1 質 l•I 脂

熱 量
[,( 数 総 1,t 動物性 総 儀

(Cal) 

40~49 218 2,473 (615) 86 (28) 42 (23) 37 (23) 
Jt 

50 ~59 161 2,272 (525) 81 (27) 41 (25) 34 (19) 

60~69 110 2,046 (586) 73 (22) 34 07) 26 (15) 

Ill 
40~69 489 2.31 I (603) 82 （訂） 40 (23) 34 (20) 

40~49 109 2.S17 (666) 87 (27) 39 (23) 36 (17) 
石

50~59 72 2,225 (443) 74 (17) 33 (16) 28 (13) 

60~69 58 2,124 (528) 69 (21) 28 (19) 27 (15) 

沢
40~69 239 2,334 (597) 79 (124) 35 (21) 29 (15) 

本 40~49 35 2,269 (601) 87 (31) 49 (29) 46 (29) 

荘

市 50~59 14 1,897 (315) 63 (12) 30 (14) 29 (17) 

役

所 40~59 49 2,163 (558) 80 (29) 44 (27) 41 (27) 

表2. 栄養摂取量 女子

地

Iこ例 たん ILI 賞 1•1 脂

熱 籟

区 数 総 11¥ 動物性 総 履
(Cal) 

40~49 66 1896 (465) 68 (22) 31 (17) 34 (16) 
It 

50~59 74 1665 (438) 62 (19) 27 (IS) 27 (16) 

60~69 42 1409 (360) 50(17) 21 (14) 21 06) 

Ill 
40~69 182 1690 (467) 62 (21) 27 (16) 28 (16) 

40~49 71 1921 (468) 72 (23) 31 (17) 36 (21) 

ii 

50 ~59 44 1703 (498) 61 (22) 25 (18) 25 (13) 

60~69 21 1お3(294) 59 (I 3) 22 (II) 24 04) 

沢
31 (16i •• 40~69 136 I 799 (439) 67 (22) 28 (16) 

えられる。

魚介類の摂取量は40~49オでは市役所職員が多いが，

井川，石沢では各年令層で差を認めがたい．

肉類の摂取量は各集団とも年令の増加とともに減少し

ている．又，井川が各年令層において．明らかに摂取量

が多く， 40~49:tでは市役所職員がこれにつづいている．

乳類の摂取量は40~49オで市役所職員が多い．酒の摂

取量は石沢が少なく，市役所職員の50~59オが明らかに

多い傾向を示した．

食塩摂取量の供給源となるみそ．漬物の摂取量は石沢

が多く，市役所職員が少ない．

このように，石沢では米，みそ，漬物の摂取量が多く，

反面，動物性食品の摂取量が少ない。これに対し，井川

市役所職員では，米，みそ，潰物の摂取量が比較的に少

質 l•I 熱 Id 比（％）

糖 阿 食 塩 コレステロール
動物性 動物性

動物性 糖 阿
l•I l•I (•9) たん白 脂質

23 (20) 367 (IOI) 15(6) 411 (28l) 6.8 8.4 59.4 

21 (17) 331 (102) 15(7) 339 (:,re) 7.2 83 58.3 

14 (12) 325 (109) 14 (7) 319 (219) 6.7 62 63.5 

20 (18) 346 (105) 15(6) 374 (Z/0 6.9 7.8 59.9 

19 (15) 394 (135) 18(6) 347 (255) 62 6.8 62.6 

15 (12) 341 (81) 15(6) 295 (100) 5.9 6.1 61.3 

13 (11) 352 (107) 15 (6) 305（細 5.3 5.s 66.3 

16 (13) 368 016) 16(7) 321 (Zl7) 6.0 62 63.1 

26 (24) 289 (82) 14 (4) 503（お 8.6 10.3 50.9 

15 (IJ) 257 (60) 13(2) 314 (225) 63 7.1 542 

23(22) 280 (77) 14(3) 449（叫 8.1 9.6 518 

（ ） ：標準偏差

l't l• J 熱 娯
比 （劣）

納 買 食塩 コレステロール
勁物性 動物性

動 物 性 糖 !'.1 l•I (9) （町） たん白 脂'l'i

17 (12) 325 (93) 13 (5) 356 (300) 6.5 8.1 68.6 

ID (9) 289 (75) 13 (5) 288 (185) 6.5 5.4 69.4 

8 (7) 250 (61) 11 (5) 168 (170) 6.0 5.1 71.0 

12 (11) 293 (84) 13 (5) 285 (240) 6.4 6.4 69.4 

17 05) 319 (80) 15 (5) 331 (217) 6.5 8.0 66.4 

11 (IO) 299 (97) 15 (8) 訂2(188) 5.9 5B 702 

II (9) 275 (61) 13 (5) 229 (169) 5.6 6.3 69.5 

14 (13) 300 (84) 15 (6) 296（ID4) 62 7.1 67B 

（ ） ：揉咽偏差

なく．動物性食品．特に肉類の摂取量が多い傾向をみと

めた．これは同書． 4報に述べている．血液所見の中で

血清総コレステロール．ヘモグロビン値が井川において

石沢より高い値を示したのに一致する．

女子では，井JI¥,石沢両地区間における摂取量の差は

男子より小さい．みそ，漬物の摂取量は石沢が井川より

多く，米の摂取量は50オ以上で石沢が多く．菓子と果実

の摂取量は逆に井川が多い傾向を示した．

動物性食品では．肉，卵類の摂取量が40~49オで．魚

介類の摂取量が50~5叫勺き．井川が石沢よりやや多い傾

向を示したにすぎない．

B.職種別による比較

職種による栄養摂取状況と血液所見について調べるに
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表3. 食品群別摂取量 男子

地こ例 その他の

米類 殻類 砂糖 菓f• 油脂

区 ・数
1 9) (g) (g) (gl 19 1 

40~49 218 370 43 I 13 4 

井
(136) (105) (5) (38) (7) 

50~59 161 332 38 2 II 3 
(139) (100) (5) (29) (5) 

60 ~ 69 110 331 13 2 16 2 
(124) (51) (7) (42) (5) 

/II 
348 35 I 12 3 40~69 489 (135) (95) 151 (36) (6) 

40~49 109 382 70 I 6 5 

石
(195) (121) (5) (26) (7) 

50~59 72 
349 46 1 4 4 
(124) (107) (4) (13) (6) 

60~69 58 354 50 I 7 4 
(154) (95) (3) (27) (6) 

沢
365 60 I 5 5 40~69 239 (166) (112) (5) (23) (7) 

本 40~49 35 231 95 2 ， 
(100) (96) (5) (3) (9) 

荘
213 115 2 2 6 

市 50~59 14 (1]4) (120) (4) (6) (5) 
役

226 IOI 2 I 8 
所 40~59 49 (103) (103) (5) (4) (9) 

表4. 食品群別摂取量 女子

地こ例 その他の

米類 殺類 砂朝 菓f・ 油脂
［メ 数

lg) (g) I釘 (Q) (YI 

284 53 3 48 6 40~49 66 (110) (109) (7) (77) (7) 
井

50~59 74 245 57 4 36 6 
(103) (95) (10) (72) (8) 

60~69 42 235 16 I 41 3 
(81) (44) (2) (78) (7) 

Iii 
257 46 2 42 5 40~69 182 (103) (92) (5) (75) (9) 

40~49 71 275 36 3 23 7 

石
(100) (70) (4) (50) (7) 

50~59 44 285 40 2 11 6 
(126) (79) (5) (28) (5) 

60~69 21 249 43 3 ， 5 
(87) (83) (4) (24) (7) 

沢
274 39 2 17 6 40~69 136 (107) (74) (5) (41) (7) 

あたって農業が主とする者，現業を主とする者，事務・

商・サーピス業を主とする者．女子においては家事を主

とする者に区別し， 40~59オの男女について比較した．

1. 栄養摂取状況 （表 5，表 6)

男子においては，摂取熱量ならびに糖質摂取量は， 3 

集団とも事務・商・サーピス業において少なく，農業，

現業が主なものが明らかに多くなっている．反面，動物

性たん白．動物性脂肪，コレステロール摂取量は 3集団

とも，事務・商・サービス業において明らかに多く．次

みそ 泊物 果実 魚介類 肉類 卵類 乳類 洒

(9 1 (g) (Y) (g) (g) (g) (g) (g l 

37 54 98 135 57 29 42 352 
(23) (60) (147) (98) (75) (40) (101) (358) 

37 61 116 132 51 30 40 349 
(22) (69) (162) (97) (53) (38) (1 1 0) (324) 

43 62 134 122 36 21 30 2勿
(24) (63) (171) (82) (46) (33) (83) (249) 

38 58 112 131 50 27 39 323 
(23) (63) (158) (94) (62) (38) (IOO) (329) 

50 93 119 146 35 29 44 297 
(34) (83) (163) (I勿） (47) (32) (117) (320) 

44 77 55 126 28 20 32 333 
(23) (74) (106) (85) (39) (29) (J3) (279) 

48 77 138 102 19 21 33 204 
(29) (64) （勾l) (79) (37) (34) (98) (237) 

48 85 105 129 29 24 38 285 
(30) (76) (162) (106) (43) (32) (101) (307) 

32 53 75 176 49 28 84 349 
(21) (45) (125) (125) (66) (39) (IOI) (366) 

22 51 
霜。）

115 18 25 32 383 
(10) (33) (77) (28) (34) (82) (245) 

29 52 70 159 40 27 69 359 
(19) (42) (118) (116) (59) (37) (98) (334) 

（ ） ：標準偏差

みそ In 物 果実 魚介類 肉類 卵類 乳穎 洒

(g} (P) (Y) (YI (g) lgl 1 9 1 (g) 

33 31 201 IOI 31 34 39 
(24) (40) (212) (83) (37) (37) (76) (2) 

31 46 214 103 20 20 36 7 
(18) (59) (232) (73) (29) (25) (98) (46) 

28 23 169 78 16 17 19 6 
(10) (21) (170) (57) (23) (29) (69) (35) 

31 35 199 96 23 25 33 4 
(19) (46) (211) (74) (30) (32) (84) (30) 

36 78 155 105 23 29 49 13 
(23) (60) (225) (74) (35) (33) (I07i (40) 

44 60 123 78 19 25 33 4 
(24) (54) (189) (73) (29) (26) (77) (19) 

35 87 118 80 16 20 23 16 
(14) (88) (172) (56) (18) (26) (53) (44) 

38 73 139 91 20 26 40 11 
(23) (63) (206) (70) (31) (29) (92) (36) 

（ ） ：標準偏差

に現業が主な者．農業が主な者の順に少なくなっている．

石沢の農業・現業が主な者が食塩摂取が多く．特に，現

業が主なものが明らかに多くなっている．

熱量比について，比較してみると．糖質熱量比は 3集

団とも．事務系の者が低く．井川の農業，現業の主な者，

石沢の農業．現業の主な者の順に多くなっている．動物

性たん白．動物性脂肪の熱量比は 3集団とも事務系のも

のがもっとも高く．次に．井川，市役所の現業が主な者

であり，石沢の現業が主な者と井川の農業が主な者は，同
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表5．職種別栄養摂取量 男子40~59オ

地

|̀  
例 たん白質(g) 脂 質(,) 熱 量 比 （％） 

熱 量 糖 質 食塩 コレステロール
動た物ん性白 動脂物性質区 数

,.ICal) 
総量 動物性 総量 動物性

(g) (g) （叩）
糖質

井全 例 379 2,388 (586) 84 (28) 42 (24) 36 (21) 2'2 (19) お2(103) 15 (6) 390 (280) 7.0 8.4 59.0 

農業が主 161 2,377 (541) 82 (27) 38 (21) 33 (18) 20 (17) 360 (97) 15 (6) 377 (289) 6.4 7.4 60.6 

現業が主 157 2,456 (589) 86 (28) 43 (25) 36 (24) 22 (21) 362 (103) 15 (6) 378 (249) 70 82 59.0 

l l l 事務・商・
61 2,243 (652) 86 (27) 46 (25) 40 (20) 26 (16) 301 (104) 15 (6) 445 (311) 8.3 10.4 53.7 サービス業

石
全 例 181 2,401 (603) 82 (124) 37 (21) 33 (16) 17 (14) 373 (119) 17 (7) 326 (234) 6.1 6.5 62.1 

農業が主 102 2,433 (589) 83 (26) 37 (21) 31 (14) 16 (12) 385 015) 16 (6) 295 (196) 6.0 5.9 63.3 

現業が主 60 2,454 (631) 83 (24) 36 (20) 35 (20) 19 (17) 379 (124) 19 (8) 323 (268) 5.9 6.9 61.8 

沢 事務・商・ 19 2,056 (437) 72 (17) 38 (16) 36 (12) 20 (II) 284 (74) 12 (4) 389 (186) 7.3 8.7 55.3 サービス業

本 全 例 49 2,163 (558) 80 (29) 44 (27) 41 (27) 23 (22) 280 (77) 14 (3) 449 (340) 8.l 9.6 51.8 

荘

市 現 業， 2、456(538) 90 (24) 43 (28) 40 (23) 23 (19) 333 (86) 14 (3) 441 (356) 7.0 8A 54.2 
役

所 事 務 40 2,097 (545) 78 (29) 51 (21) 47 (41) 26 (31) 268 (69) 15 (4) 506 (208) 9.7 112 51.1 

（ ） ：標準偏差

表 6．職種別栄養摂取量 女子 40~59オ

地 熱 量 たん白質(g) 脂 質(g) 糖 質 食塩 コレステロール 熱 量 比 （％） 

職 種 例数

区 (Call 総量 動物性 総 量

全 例 140 1.774 (4 64) 65 (21) 29 (16) 30 (16) 

井 農業が主 68 1,848 (446) 67 (22) 30 (17) 29 (14) 

現業が主 26 J,953 (484) 72 (22) 33 (17) 34 (18) 

Ill 事サ務ーピ・商ス業・ 16 1,764 (427) 62 (JO) 27 (12) 35 (14) 

家 事 30 1,455 (370) 56(17) 24 (12) 26 (17) 

全 例 115 1,838 (489) 68 (23) 29 (17) 32 (19) 

石 農業が主 56 1,963 (450) 73 (24) 29 (17) 31 (16) 

現業が主 16 1,829 (402) 70 (12) 30(18) 31 (12) 

沢 事務・商・ 17 1,759 (583) 61 (20) 25 (13) 41 (31) 
サーピス童

家 事 26 1,662 (456) 61 (22) 25 (19) 28 (15) 

程度で低値を示した．

女子においては．井川，石沢両地区とも，職種による

差は少なく，家事の者がすべての栄養摂取量が少なくな

っている．熱量・糖質の摂取量は両地区とも．事務・商

・サービス業の者が家事の者につづいて少なくなってお

り．農業・現業が主な者が多くなっている．しかし，糖

質熱量比は井川，石沢の両地区とも，事務・商・サービ

ス業のものが，わずかに少なくなっているが．職種によ

る差はなく，男性よりも高くなっている。動物性脂質熱

量比が両地区とも事務・商・サーピス業で少し高くなっ

ているが．男性にはおよばない．

動物性 (g) (g) (•g) 動た物ん性白 動脂物性質 糖 質

13 (11) 306 (86) 13 (5) 320 (247) 6.5 6.6 69.0 

13 (11) 324 (83) 14 (5) 314 (217) 6.5 6.3 701 

15 (9) 381 (87) 13 (5) 402 (260) 6.8 6.9 67.8 

16 (ll) 289 (73) 13 (3) 246 (305) 6.1 8.2 65.5 

12 (13) 247 (64) 11 (4) 281 (222) 6.6 7.4 67.9 

15 (14) 311 (87) 15 (6) 308 (208) 6.3 7.3 67.7 

15 (12) 334 (78) 15 (6) 311 (207) 5.9 6.9 68.1 

14 (7) 309 (78) 16 (8) 439 (265) 6.6 6.9 67.6 

16 (7) 

11 (JO) 

281 (81) 14 (4) 251 (131) 5.7 82 63.9 

283 (95) 15 (5) 248 (161) 6.0 6.0 68.1 

（ ） ：標準偏差

2. 食品群別摂取量（表 7, 表8)

栄養摂取量と同じく，食品群別摂取量においても職種

別による差がみられる．

男子において，米類，みそ，漬物は 3集団とも，事務

系の者において低い。米は石沢の農が主の者で明らかに

高く，みそ，漬物は石沢の農業・現業が主の者で高くな

っている．

魚介類の摂取量は市役所職員，特に現業の者が多くな

っている．井川では農業が主の者が少なく，現業，事務・

商・サーピス業の者で同程度高くなっているのに，逆に，

農業が主の者の魚介類の摂取量が多くなっている。
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表7．職種別食品群別摂取量 男子40~59オ

¥ 例 その他の

米類 殻類 砂糖 菓子 油脂 みそ 漬物 果実 魚介類 肉類 卵類 乳類 酒

数
(g) lg) (g) (g) (9) lgJ (gJ (g) (ij) lg) (g) (9) (Q) 

全 例 379
353 41 I II 4 37 57 106 134 54 29 41 351 

井 (138) (103) (5) (34) (6) (23) (64) (154) (97) (66) (39) (1 05) (344) 

農業が主 161 
366 34 3 13 3 39 59 125 116 56 訂 39 339 
(124) (94) (5) (32) (5) (23) (55) (157) (81) (63) (37) (100) (329) 

現業が主 157 
381 26 1 11 4 36 56 87 147 53 31 27 357 
(134) (91) (3) (38) (6) (23) (66) (142) (103) (65) (39) (71) (316) 

/II 
事務・商・ 252 97 3 10 5 33 55 102 147 54 33 86 362 
サービス業

61 
(136) (129) (9) (31) (8) (22) (75) (163) (113) (79) (44) (162) (433) 

全 例 181
369 63 I 5 5 48 87 94 138 32 25 39 311 

石 (170) (117) (5) (22) (7) (30) (80) (146) (112) (44) (31) (102) (322) 

農業が主 102 
400 42 I 5 4 52 78 78 150 30 22 21 301 
(168) (90) (2) (14) (5) (31) (72) (118) (123) (41) (31) (6) (294) 

現業が主 60 
363 73 2 6 5 48 117 128 125 38 27 38 315 
(161) (142) (7) (31) (9) (29) (88) (187) (98) (51) (29) (117) (335) 

沢 事務・商・ 217 119 2 6 8 25 67 67 115 23 41 136 339 
サービス業 19 (ll8) (122) (5) (17) (6) (114) (101) (IOI) (64) (25) (32) (152) (434) 

全 例 49 
226 IOI 2 I 8 29 52 70 159 40 27 69 359 

本 (103) (103) (5) (4) (9) (19) (42) (I 18) (116) (59) (37) (98) (334) 
荘 303 70 5 

゜
11 23 91 171 180 53 22 45 368 

市 現 業 g (121) (112) (10) (0) (13) (14) (38) (159) (79) (84) (26) (88) (239) 
役
所 事 務 40

209 108 I 2 7 31 44 47 154 38 28 74 357 
(88) (97) (2) (4) (7) (20) (36) (91) 022) (51) (39) (98) (350) 

（ ） ：標準偏差

表8. 職種別食品群摂取量 女子 40~59オ

例 その他の

米穎 殻類 砂糖 菓f 油脂 みそ 漬物 果 実 魚介顛 肉類 卵類 乳類 酒

数
(9) (g) (g) (9) lgJ (9¥ (gJ 19) {9: (9) (~) (gJ (g) 

全 例 140 
263 55 3 42 6 32 39 208 102 25 27 37 4 
(108) (101) (9) (74) (9) (21) (51) (222) (78) (32) (32) (88) (34) 

井
291 32 3 37 6 35 47 217 110 25 26 32 I 

農業が主 68 
(JOO) (59) (9) (56) (7) (15) (63) (237) (87) (30) (31) (77) (7) 

現業が主 26 
285 54 5 44 6 42 40 199 Ill 27 35 38 14 
(107) (99) (9) (72) (8) (29) (28) (201) (74) (36) (38) (81) (73) 

事務・商・
16 

213 121 6 67 ， 1 7 20 206 89 34 20 64 3 

Ill 
サーピス業 (91) (156) (11) (110) (JO) (15) (33) (215) (63) (29) (28) (132) (10) 

家 事 30
207 73 2 35 6 25 36 195 84 18 25 35 

゜(97) (118) (3) (82) (7) (13) (37) (200) (55) (29) (28) (76) (0) 

全 例 115 
279 38 2 18 6 39 71 143 95 21 27 43 10 
(110) (73) (5) (43) (7) (24) (58) (212) (74) (33) (30) (97) (34) 

石
310 刃＇ 4 22 6 44 74 138 103 18 28 40 10 

農業が主 56 (94) (59) (6) (39) (6) (25) (59) (171) (79) (27) (27) (98) (31) 

現業が主 16 
271 51 1 15 5 34 72 73 108 23 42 28 11 
(92) (75) (2) (33) (6) (19) (65) 037) (43) (28) (45) (68) (56) 

事務匁． 17 200 58 2 21 8 26 65 239 55 42 23 85 ， 
サー 業 (61) (77) (4) (76) (JO) (13) (54) (321) (41) (50) (25) (120) (28) 

沢

家事 26 
269 41 I 10 6 42 67 133 94 13 21 32 5 
(142) (86) (2) (26) (5) (27) (53) (206) (84) (20) (26) (76) (20) 

（ ） ：標準偏差

肉類の摂取量は，井川の各職種と市役所の現業で多く． 女子においては．事務・商・サービス業と家事の者は

石沢の各職種で少ない． 米，肉，卵の摂取量が少ないが，事務・商・サービス業

卵類，乳類の摂取量は， 3集団とも事務系で高くなっ では乳類の摂取量が多い．これに対し，農業，現業が主

ている． の者は，米類，みそ，漬物と魚介類，卵類の摂取量が多

酒の摂取量は事務系，現業が主の者がやや多くなって い傾向を示した．

いる． 以上のように，男女とも農業が主のものは熱量・糖質
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の供給源である米類の摂取が多く，食塩摂取につながる

みそ，漬物が多い．この傾向は特に，石沢の農業が主の

ものに強い．これに対して，動物性たん白，脂肪の供給

源の動物性食品の摂取が少なくなっているため，動物性

たん白，脂肪の熱量比が低くなっている．

と同じような栄養摂取状況である。

2. 血液生化学所見（表9, 表10)

これに対して，事務・商・サービス業，特に，市役所

の事務は全く逆のバターンを示す．

血液所見として，ヘモグロビン（Hb)，血清総コレス

テロール (CH),血清総たん白 (TP），血清トリグリセラ

イド (TG),尿酸（UA)を測定した結果について述べ

る．

井川，市役所の現業はこの中間のパターンを示し，熱

量，糖質も多く摂取し，動物性食品も比較的多く摂取し

ている．しかし，石沢の現業が主な者は，農業が主な者

男子において，すべての血液所見は． 3集団とも事務

・商・サーピス業の者が，他の職種より高値を示した．

特に， CHとTG値が高くなっている．次に井川の農業，

表9. 職種別血液生化学所見 男子 40~59オ

地 へモグロビン 血 清 総 血清総 血清トリグ 尿 酸
職 種 例数 コレステロール たん白 例数 リセライド

区 g /dl 叩／dl g / dl 叩／ dl 訊g/dl 

井
全 例 373 14.6 (1.2) 178 (32) 7.3 (0.4) 239 116 (89) 5.0 (I.I) 

農 が 主 161 14.5 (1.1) 175 (29) 7.3 (0.4) 95 98 (42) 5.0 (1.0) 

現業が主 159 14.6 (1.1) 175 (30) 7.3 (0.5) 99 115 (118) 4.8 (1.0) 
JI I 

事サー務ビ・ス商業 60 15.0 (1.4) 197 (37) 7.5 (0.4) 45 155 (73) 5.4 (1.5) 

全 例 181 13.7 (1.1) 169 (28) 7.2 (0.5) 139 113 (66) 4.9 (1.1) 
石

農 が 主 102 13.7 (1.1) 166 (24) 7.2 (0.3) 78 102 (47) 4.9 (1.0) 

現業が主 60 13.8 (I.I) 168 (30) 7.1 (0.5) 46 114 (75) 4.8 (1.1) 
沢

悶戸ビ及贋 19 14.1 (1.3) 191 (35) 7.5 (0.6) 15 164 (89) 5.6 (1.0) 

! 所

全 例 49 14.5 (1.3) 182 (33) 7.3 (0.5) 49 201 (146) 5.5 (1.1) 

現 業 ， 14.9 (1.4) 162 (27) 7.0 (0.4) ， 181 (96) 5.4 (1.0) 

事 務 40 14.4 (1.2) 187 (33) 7.4 (0.4) 40 206 (155) 5.5 (1.2) 

（ ） ：標準偏差

表10.職種別血液生化学所見 女子 40~59オ

地 へモグロビン 血 清 総 血清総 血清トリグ 尿 酸

職 種 例数 コレステロール たん白 例数 リセライド

区 g / dl 叩／ dl 9 /dl 訊g/dl 叩／ dl

全 例 139 12.7 (1.4) 187 (32) 7.5 (0.5) 41 115 (37) 4.0 (0.8) 

井 農 が 主 68 12.7 (1.4) 185 (32) 7.4 (0.4) 17 110 (42) 3.9 (1.0) 

現業が主 26 12.6 (1.2) 184 (26) 7.5 (0.5) 11 123 (42) 3.7 (0.7) 

} l | 
事務・商 16 12.4 (2.1) 180 (32) 7.5 (0.6) 5 120 (37) 4.0 (0.8) 
サービス業

家 事 29 13.0 (1.1) 195 (34) 7.7 (0.4) 8 108 (44) 4.5 (0.9) 

全 例 115 11.8 (1.4) 179 (35) 7.4 (0.4) 70 119 (75) 3.9 (0.8) 

石 農 が主 56 11.8 (1.2) 174 (29) 7.4 (0.4) 31 103 (74) 3.8 (0.8) 

現業が主 16 I 1.0 (2.2) 162 (35) 7.2 (0.4) 11 79 (19) 3.6 (0.5) 

沢
事務・商 17 12.2 Cl.4) 199 (40) 7.5 (0.4) 12 179 (83) 4.0 (0.9) 
サーピス業

家 事 25 12.1 (1.0) 186 (32) 7.4 (0.5) 16 130 (61) 4.0 (0.8) 

（ ） ：標準偏差
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現業が主の者がやや高くなっており，石沢の農業，現業

が主の者が低くなっている．市役所の現業はHb,TG,と

UAが高くなっている．

女子においては，男子よりHb,UAがすべての職種で

低くなっている．又， CHは男子より高目である．特に

井川の家事・石沢の事務・商・サービス業で高目になっ

ている．石沢の農業，現業が主の者で． HbとCHが低く

なっている．他の測定値は職種による血液所見の差はあ

まりみられないが，やはり．井川が石沢地区より高値を

示している．

以上のように．男女とも事務系において．各血液の測

定値が高くなっている．農業，現業が主の者の測定値は

同程度であり．事務系より低い．これは．栄養摂取状況

でもわかるように．事務系は．熱量．糖質の摂取が少な

い割に動物性脂肪の熱量比が高くなっていることが血液

所見につながっていると考えられる．又．現業が主の者．

特に井/IIでは栄養摂取状況は事務・商・サービス業の者

に近い値を示すのに， 農業が主の者と同程度の血液測定量

を示した．これは動物性食品摂取の内容の違いにより，

コレステロール摂取量が事務系より低いことによると思

われる．又，井川の方がすぺての職種で，石沢より．動

物性たん白，動物性脂肪が多くなっているため，血液所

見も高値を示したものと推察される．

谷垣 1)らは．職種によって脳卒中発生率が異なること

を報告した．すなわち事務系の者の発生率がもっとも低

＜．農業が主の者で，その 4倍以上を示し，現業，日雇

いの者では 6倍以上を示している．これは．職種別で栄

養摂取状況や労働が異なることに関連しているものと思

われる．

V まとめ

昭和48~52年の井/II, 石沢．本荘市役所の循環器検診

時の栄養調査と血液生化学調査をまとめると．次のよう

になる．

1. 3集団の栄養摂取状況を比べると，男子において

は，市役所職員．特に40オ代で最も熱量．糖質，食塩の

摂取量が少なく，動物性たん白，脂肪の摂取量が多い，

従って，動物性たん白．動物性脂肪の熱量比は高くなっ

ている．それに対して，石沢は，その逆の摂取量を示し，

井川はその中間値を示している．

女子においては，井川，石沢両地区における摂取量の

差は少ないが，食塩の摂取は石沢が多い．

2. 食品群別摂取量を見ると，男子において，米類と

みその摂取は市役所職員が少ない。動物性食品のうち，

肉類の摂取量は市役所職員が多く，石沢は少ない．

女子における食品群別摂取量は，すべての年令層の男

子よりも少なくなっており．特に，米類，魚介類，肉類

が少なくなっている．反面，菓子，果実の摂取が多い．

井川．石沢両地区による差は少ないが，井川で菓子と果

実の摂取が多く，石沢で漬物が多くなっている．

3. 職種別の栄養摂取状況は，男子において，事務系

の者は米類の摂取が少なく，動物性食品の摂取が多いた

め，動物性たん白，動物性脂肪の熱量比が高くなってい

る．農業が主の者は，これと逆の摂取状況を示した．

井川．市役所の現業系の者では，米類と動物性食品の

摂取量が共に多い．石沢の現業が主の者は農業が主の者

と同じ栄養摂取状況を示した．

女子においては，職種別による栄養摂取状況は男子に

おられるような差はみられなかった．

4. 職種別による血液所見を比べると，男子において，

3集団とも，事務系でTP,CH, TG, UAの測定値が高く

なっている．特にTG値が高くなっている．

農業が主な者と現業が主な者の血液測定値はほぼ同じ

値を示した．しかし，井川の農業，現業が主な者の測定

値は石沢の農業．現業が主な者の測定値より高い．

女子においては，職種別による血液所見の差は井川で

は認めがたかった．しかし，石沢においては農業，現業

が主な者のHb,CH,TG値が低値を示した．
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